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このお話
はなし

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

ジョシュアは家
か

族
ぞく

と一
いっ

緒
しょ

に教
きょう

会
かい

から家
いえ

に帰
かえ

る
途
と

中
ちゅう

，歩
ほ

道
どう

をスキップしました。「あのね 」
と，ジョシュアは言

い

いました。「ぼく，今
こん

度
ど

の日
にち

曜
よう

日
び

に初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

でお話
はな

しするんだよ！」
「次

つぎ

の日
にち

曜
よう

日
び

は開
かい

拓
たく

者
しゃ

記
き

念
ねん

日
び

ね。ソルトレーク盆
ぼん

地
ち

にやって来
き

た開
かい

拓
たく

者
しゃ

を思
おも

い起
お

こす日
ひ

なのよ」
と，お母

かあ

さんが言
い

いました。「開
かい

拓
たく

者
しゃ

につ
いて話

はな

してもいいかもしれないわね。」
この言

こと

葉
ば

はジョシュアにとってヒント
となりました。家

いえ

に帰
かえ

ると，ジョシュア
は機

き

関
かん

誌
し

『フレンド』をパラパラとめく
りました。開

かい

拓
たく

者
しゃ

が平
へい

原
げん

を横
おう

断
だん

すると
きに使

つか

ったような幌
ほろ

馬
ば

車
しゃ

や雄
お

牛
うし

の絵
え

をか
く，「かいてみよう」という活

かつ

動
どう

を見
み

たこ
とがあったのです。1  開

かい

拓
たく

者
しゃ

の絵
え

をかい
て，話

はなし

をするときにかかげたいと思
おも

開
かい

拓
たく

者
しゃ

 
ジョシュア

いました。ジョシュアはクレヨンを取
と

り出
だ

して，作
さ

業
ぎょう

に取
と

りかかりました。
ジョシュアが絵

え

をかき終
お

えると，お父
とう

さんがお話
はなし

を書
か

くのを手
て

伝
つだ

ってくれまし
た。「開

かい

拓
たく

者
しゃ

についてどんな話
はなし

をしたいの
かな？」お父

とう

さんがたずねました。
ジョシュアは，初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

で教
おそ

わっている開
かい

拓
たく

者
しゃ

についての歌
うた

を
思
おも

い出
だ

しました。「そうだな，開
かい

拓
たく

者
しゃ

って，歩
ある

いて，歩
ある

いて，歩
ある

き
続
つづ

けた人
ひと

たちのことだよね 」と，ジョシュアは言
い

いました。2

「そのとおりだね！ 大
だい

平
へい

原
げん

を横
おう

断
だん

した聖
せい

徒
と

たちは，とても遠
とお

く
まで歩

ある

いて行
い

ったんだよ」と，お父
とう

さんは言
い

いました。「でも，
ジョシュアも開

かい

拓
たく

者
しゃ

だってことは知
し

っていたかな？」
ジョシュアは眉

み

間
けん

にしわをよせました。「時
とき

々
どき

歩
ある

いて学
がっ

校
こう

に
行
い

くから？」
お父

とう

さんは笑
わら

いました。「ジョシュアは開
かい

拓
たく

者
しゃ

なんだ。むず
かしいことをするときがあるからね 」と，お父

とう

さんは言
い

いまし
た。「そして，たとえいつも簡

かん

単
たん

ではないとしても，正
ただ

しいこと
を選

えら

ぶんだ。」
「すごいや」と，ジョシュアは言

い

いました。開
かい

拓
たく

者
しゃ

になるのは

ルーシー・スティーブンソン・イーウェル
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

特
とく

別
べつ

な気
き

持
も

ちでした！
「開

かい

拓
たく

者
しゃ

とは，何
なに

かを最
さい

初
しょ

にする人
ひと

のことでもあるんだよ」
と，お父

とう

さんは言
い

いました。「わたしたちの家
か

族
ぞく

の一
いち

員
いん

になった
とき，ジョシュアは福

ふく

音
いん

について学
まな

んでイエス・キリストにした
がうことを選

えら

んだよね。だからジョシュアも開
かい

拓
たく

者
しゃ

なんだよ！」
ジョシュアは養

よう

子
し

でした。今
いま

でも自
じ

分
ぶん

の生
う

まれた家
か

族
ぞく

と会
あ

い，
一
いっ

緒
しょ

に楽
たの

しいことをしています。でも，今
いま

のお母
かあ

さんとお父
とう

さん
と一

いっ

緒
しょ

に住
す

むようになってから，ジョシュアはイエス・キリスト
とモルモン書

しょ

について学
まな

びました。一
いっ

緒
しょ

に教
きょう

会
かい

に行
い

きました。
新
あたら

しい家
か

族
ぞく

と結
むす

び固
かた

められるために，神
しん

殿
でん

にも行
い

ったのです。
ジョシュアはにっこりと笑

わら

いました。お話
はなし

の中
なか

で何
なに

を言
い

うべ
きかが頭

あたま

にうかびました。
その週

しゅう

の間
あいだ

ずっと，ジョシュアはお話
はなし

の練
れん

習
しゅう

をしました。
「お話

はなし

をするとき，一
いっ

緒
しょ

に前
まえ

に行
い

こうか？」と，お父
とう

さんが聞
き

き
ました。
「自

じ

分
ぶん

で書
か

いたし，全
ぜん

部
ぶ

自
じ

分
ぶん

で読
よ

めると思
おも

うよ」と，ジョシュ
アは言

い

いました。「でも，ぼくがかいた絵
え

をかかげてくれる？」
お父

とう

さんはほほえみました。「もちろん。」
日
にち

曜
よう

日
び

が来
き

たとき，ジョシュアはじゅんび万
ばん

端
たん

でした。初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の部
へ

屋
や

の前
まえ

に立
た

ちました。お父
とう

さんがとなりに立
た

って，絵
え

を
かかげてくれました。
「今

き ょ う

日は開
かい

拓
たく

者
しゃ

記
き

念
ねん

日
び

です」と，ジョシュアは言
い

いました。「開
かい

「開
かい

拓
たく

者
しゃ

とは， 
何
なに

かを最
さい

初
しょ

にする 
人
ひと

のことなんだよ」と， 
お父

とう

さんが言
い

いました。

1. 『フレンド』2022 年
ねん

7 月
がつ

号
ごう

，17 参
さん

照
しょう

2. 『子
こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』137 参
さん

照
しょう

拓
たく

者
しゃ

とは，とても遠
とお

くまで歩
ある

いて行
い

った人
ひと

たちです。平
へい

原
げん

を横
おう

断
だん

した聖
せい

徒
と

たちのように。」
ジョシュアはお父

とう

さんが持
も

っている絵
え

を指
ゆび

さしました。
「でも，開

かい

拓
たく

者
しゃ

とは何
なに

かを最
さい

初
しょ

に行
おこな

う人
ひと

のことでもあります」
と，ジョシュアは言

い

いました。
ジョシュアはお母

かあ

さんの方
ほう

を見
み

ました。お母
かあ

さんは部
へ

屋
や

の後
うし

ろからジョシュアにほほえみかけていました。
「ぼくは開

かい

拓
たく

者
しゃ

です」と，ジョシュアは言
い

いました。「バプテス
マを受

う

けるとき，ぼくは自
じ

分
ぶん

が生
う

まれた家
か

族
ぞく

の中
なか

で最
さい

初
しょ

に教
きょう

会
かい

に入
はい

る人
ひと

になります。」ジョシュアはにっこり笑
わら

いました。「ぼく
たちはみんな，むずかしいことをして，イエス様

さま

にしたがうこと
を選

えら

ぶことによって，開
かい

拓
たく

者
しゃ

になることができます。イエス・キ
リストの御

み

名
な

により，アーメン。」
ジョシュアは幸

しあわ

せな気
き

持
も

ちを感
かん

じながら歩
ある

いてもどり，初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

のクラスのみんなと一
いっ

緒
しょ

にすわりました。開
かい

拓
たく

者
しゃ

であること
をうれしく思

おも

いました！ ●
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